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*Nagoya Ryujo Junior College
Preliminary Diagonosisi about Students’ Morality Divelopment②
From the Results of an Investigation of Prosocial Moral Judgements
Sakakibara, Hiromi*
　本稿は、昨年度に引き続き、筆者の担当する保育内容指導法「人間関係」の授業で
幼児の道徳性の芽生えに対する援助について学ぶ前の段階における学生たちの道徳性
の発達段階に関しての予備的診断を行うことを課題とし実践した結果をまとめたもの
である。
　その方法として、今年度は道徳性の診断についてコールバーグ理論のその後の発展
から、保育者に求められる愛他性や向社会的援助の側面を診断するアイゼンバーグの
提唱したプロソーシャルな側面の道徳性についてジレンマストーリーを用いたワーク
に取り組ませた。
　それにより、前年度までのコールバーグ理論に基づく正義や公正の道徳における診
断とは異なる結果が得られた。道徳性の水準が期待されたよりも低い結果となった背
景にある仮説ジレンマと現実での判断との違い、およびストーリーの妥当性などにつ
いて新たな課題を見出す結果となった。
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